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1. はじめに 
歴史的に見れば、日本は極めて短期間のうちに都市

とそれに伴う住宅の発展を遂げてきた。その中で住宅

の質も豊かになり、特に近年では住宅のインテリアに

関する関心も高まってきた。 
建築計画的には戦後は住宅不足の時代の標準化住

宅の供給に始まり、イス座化やモダンリビングの導入

といった時代背景がありそれに伴いシステムキッチン

の導入が始まった。さらに 2000 年代以降に入り、建
築家とその工夫を凝らした細かなしつらえが注目され

てきている。テレビ番組や雑誌で広く紹介されるよう

になり、建築家とその作品が身近に感じられるように

なってきた。 
逆に一般の人々はどのような住宅に住みたいのか、

住まいの理想像がどのように変化してきたのかという

点についてはあまり把握されていないように思われる。

一般の人向けの住宅紹介誌は、これから住まいを作り

たい一般の人々の関心に向けた紙面作りをしているは

ずである。こういった誌面を対象として、その誌面に

表れる住宅のインテリアの変遷を辿り、その傾向を分

析することにより、一般の人々の住まいに対する嗜好

の変遷を把握し、明らかとすることを目的とした。 
 

2. 研究対象・方法 
2.1. 研究対象 
「2016年版雑誌新聞総カタログ」（メディア・リサ
ーチ・センター）を参照し、戦後から現在までに発行

された一般向け住宅雑誌のうち最も発行部数の多い

「住まいの設計」を研究対象とした。 

 

 
本誌は毎年末に創刊特集を組む傾向があり、これか

ら住まいを建てる人にとって最も興味関心の高い項目

が選出されている。本誌の特集記事を調査したところ、

キッチンが頻繁に取り上げられていることに着目した。

キッチンは家族全員の生活にかかわる住まいの１つの

中心であり、生活文化の一側面を象徴する場所でもあ

る。一般の住まい手にとって最も分かりやすく、関心

の高い場所の 1つでもあり、それ故に一般の嗜好とい
うものが現れるのではないか、そこで本論では研究対

象をキッチンとした。 
 

2.2. 研究方法 
	 研究方法は以下の通りである。 
1. 全国の図書館に蔵書検索をかけたところ、関東圏内
で本誌を永久保管している図書館として国立国会図書

館、横浜市立中央図書館および群馬県立中央図書館の

３件があった。これらの図書館内の蔵書やデーターベ

ースをもとに本論文の調査・資料収集を進めた。 
2. 時代背景の変遷を把握するために、全特集記事
（1966年〜2017年）のタイトルが住宅のどのような
側面に関する記事であるのかを分類し表にまとめた。 
例) 
  

3. 雑誌『住まいの設計』の図書館で閲覧可能なバック
ナンバーのうち、キッチン特集が巻頭にあるものにつ

いて、キッチンの型式の変遷と時代変化の関係性につ

いての調査をした。対象作品ごとに、キッチンの型式

を 8つに分類し表にまとめた。 
4. 前述の表をもとに、その年代で最も多い型式のもの
を 1〜3 作品選定し、作品のデータシートを作成、キ
ッチンの仕上げ材（床・天井・カウンター台・キッチ

ンバック）の分類を行い、表にまとめた。 
5. 上記の 1.〜3. で作成した表をもとに、5 年ごとの
年代順に項目数を集計し、折れ線グラフを作成した。 
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3.	 結果 
	 1.  

 
① 1960-1980 年代は家を建てる方法を教えるかっ

啓蒙系、ローンや予算に乗っ取った家づくりを

推奨する〈コスト・規模〉の特集が増加してい

る。 
② 1980-1990 年代から地下室や付属室の充実を図

る〈室内の要素〉の特集が増加している。 
③ 1990年代-現在まではキッチンを主軸とした〈室

内の要素〉が増加するほか、自然共生型の住宅

が注目され〈自然〉の特集も増加してきている。 
 2.  

	 1990年代までは1960年代からキッチンとして定番
の型であったⅠ列型やⅡ列型だが、2000年代からキッ
チンの形式がよりオープンに開放されるようになった。

カウンター型からアイランドへの趣向の変遷が見られ

た。現在最も人気がある型式はアイランド型のようだ。 

 
3.  

 
システムキッチン導入の初期より、カウンターはス

テンレスなどの無機質なものから、現代では木質やモ

ルタルなどの仕様が著しく増えている。素材の選択肢

の幅が広がり、創作キッチンなどで個性を出す傾向に

ある。 
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